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１．農林水産物・食品の輸出に係る課題整理 

＜物流の高品質化＞ 

『なるべく速い輸送』 
①輸送時間の短縮のためには航空輸送、コンテナ船直航輸送、国際フェリー・RORO輸送の活用が考えられる
が、実態として輸出地点（港湾、空港）が限定的で都市部の輸出地点まで輸送する場合があり時間を要するた
め、陸上輸送においてリードタイムの管理が必要。【陸上輸送のリードタイム管理】 

  
『荷傷み（衝撃）が少ない輸送』 
②緩衝材を利用する際には追加発生費用と海外市場での需要を考える必要がある。【緩衝材の活用】 
  

『鮮度を保持する輸送』 
③海外販路拡大に合わせてコールドチェーンの整備する必要がある。【コールドチェーンの整備】 
④鮮度保持には輸送コンテナのみならず包装資材との組み合わせを考える必要がある。【包装資材の活用】 
⑤技術開発が進んできている輸送コンテナの性能を考える必要がある。【輸送コンテナの性能】 

  

＜物流の効率化＞ 

⑥国内部分においての積載率の向上を図る必要がある。【小口荷物の集荷】 
⑦ループ単位での物流の捉え方が必要となる。【往復荷の管理】 

 

＜日本産品の販売強化＞ 

⑧海外市場で日本産同士の産地間競争が生じており、オールジャパンでの取組が必要である。【オールジャパ
ン】 

⑨どのような国に輸出推進していくのか情報共有しておく必要がある。【輸出重点国の情報共有】 
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２．対応方法の方向性 

＜物流の高品質化＞ 
 
『なるべく速い輸送』 
『荷傷み（衝撃）が少ない輸送』 
『鮮度を保持する輸送』 

農林水産物・食品の輸出に係る物流における複数事業者
間の情報共有の仕組み作り（マッチングシステム）が必要。 

＜物流の効率化＞ 
 
小口荷物の集荷 
往復荷の管理 

市場で求められる品質、事業者連携による効率化など複数事業者
間の情報の共有が農林水産物・食品の輸出に係る物流には重要
であり、そのうえで個別の取組を推進すべき。 

＜日本産品の販売強化＞ 
 
オールジャパン 
輸出重点国情報共有 

農林水産物・食品の輸出の促進 

農林水産物・食品の輸出促進にあ
たっては、物流面の取組とともに、海
外市場における取組を一体的に行う
ことが重要。 
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３ー１．マッチングシステムについて（物流の高品質化－１ ） 
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衝撃管理 品質管理 
【衝撃に弱い農作物】 
 いちご、桃、ぶどう、梨、トマト等が衝撃に弱い品目とさ
れている。 

 
【衝撃を受けやすい場所】 
 海上輸送においては、コンテナ積み換え時に衝撃を受
けやすい。 

 航空輸送においては、航空機の離発着時に加え、空
港内取扱時に衝撃を受けやすい。 

 
【衝撃を吸収する資材】 
 トレー（ポリエチレン） 
  耐水、耐薬性に優れる 
 （出典：積水化成品工業株式会社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） 
 

 フルーツキャップ 
  ポリエチレン製でクッション性が高い 
 （出典：農業資材ドットコム） 
 

 下敷き（ポリウレタン） 
  通気性とクッション性を備えた素材 
 （出典：ＳＥＫＩＳＵＩ ＰＡＣＫﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） 
 

 気泡緩衝材 
  空気を内包したビニールシート 
 （出典：エムエフ株式会社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） 
 

 紙パッキン 
  商品と包装の間を埋める時に用いる 
 （出典：ＡＳＵＫＵＬﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） 
 
その他品目毎に、特殊な緩衝材が開発されている。 
不要な段ボール等を紙パッキンにする機械が開発されて 
いる。 
 
 

【品質管理が必要な農作品目】 
 温度管理が必要な品目 
  貯蔵最適温度が１０℃以下の品目 
  カリフラワー、イチゴ、パセリ、ホウレンソウ、ハクサイ等 
 
 湿度管理が必要な品目 
  適湿度が８５％以上の品目 
  アスパラガス、かぶ、キャベツ、セロリ、ダイコン等 
 
 エチレンガスを生成する品目 
  農産品の成熟・老化を促進させるエチレンガスの生
成量が多い品目 

  トマト（完熟）、メロン（ネットメロン）、やまいも等 
 
 エチレンガスの感受性が高い品目 
  エチレンガスの影響を受けやすい品目 
  トマト（緑熟）、ニンジン、ネギ、ブロッコリー等 
 
※詳細に関しては、第２回農林水産物・食品の輸出に
係る物流検討会  資料２「農林水産物・食品輸出の
物流に係る課題と現状の補足」Ｐ１４を参照 
 
【鮮度保持のための包装資材】 
 湿度保持のための資材 
  青果物は収穫後も呼吸をしており、エネルギーを獲
得している。普通のＭＡ包装と呼ばれる適当な水蒸
気透過性を持ったプラスチックフィルムで包装し、鮮度
維持をする。 

 

 エチレンガス発生に対応する資材 
  植物の成熟・老化を促進させるエチレンガスを吸着
する特殊フィルムを用いたフィルムがある。形状は、箱
詰め用の小型袋から、青果倉庫用の機器と幅広い
。 

リードタイム管理 

【取組結果】 
事例① 
 納品時間短縮、納品待ち、車両待機時間の低減、
荷受け作業（現場、事務）の軽減。 

 

事例② 
 待機時間の低減、回転率向上（大型車での２回転 
 運行が可能となり小中型車両台数の削減）。 
 

→リードタイムの管理が実現 

メーカー 物流事業者 卸 

【取組内容】 
事例①（出荷側） 
 ・出荷情報の事前提供 
 ・配送車両の改善 
 

事例②（出荷側） 
 ・店別仕分け 
 ・優先出荷 
 （出荷時間の前倒し） 
 ・配送車両の改善 

 
事例①（荷受け側） 
 事前提供された荷 
 物の優先に受け 
 

事例②（荷受け側） 
 専用荷受け（荷受 
 け時間の前倒し） 

【取組前の状況】 
事例① 
 加工食品メーカー、卸間の物流における納品作業の 
 効率化、車両待機時間の低減、荷役作業やドライバ 
 ーの作業環境改善を図ることが必要。 
 

事例② 
 各メーカーでの作業開始時間が同じであるため、卸店 
 へ配送する時間が同じ時間に集中し、車両待機時間 
 の低減等を図ることが必要。 



３ー２．マッチングシステムについて（物流の高品質化－２） 

＜空気組成管理輸送（ＣＡ※装置付き冷凍冷蔵コンテナ）＞ 

コンテナ内の窒素、二酸化炭素等の濃度を制御し、青果物の呼吸を抑制する
ことで鮮度保持する。 

＜積み卸し効率化輸送（４０ｆｔフルサイドウィング海上コンテナ）＞ 

出典：青果物保鮮装置付き海上コンテナ用冷凍冷蔵ユニットの開発、矢頭義信他、三菱重工技報Vol.35 No.2(1998-3) 出典：日通商事㈱ 商品案内 

サイド荷役による荷役効率向上を図る。 

＜温度管理輸送（航空用冷凍冷蔵コンテナ）＞ 

厳
格
度 

搭載物量 

設定温度帯 

－20℃～＋20℃ 

急激な温度変化の抑制 

急激な温度変化の抑制 

冷蔵 ＋2℃～＋8℃ 
冷凍 －20℃以下 

4℃～＋25℃ 0℃～＋20℃ 0℃～＋25℃ 

出典：JALCARGO資料を基に総合政策局にて作成 

※Controlled Atmosphere 

ＬＩＫＥ （Ｌｉｆｅ Ｋｅｅｐ）とは 

・庫内温度－５℃～＋３０℃で湿度を９０％～１００％に保つ事で、生鮮物からの 

・水分蒸発を抑制する。 

・庫内の湿度を１００％未満に保つため、水滴が発生しない。 

＜湿度管理輸送：鮮度保持輸送） 

出典：日本通運㈱ 資料 

４０フィートコンテナ 

吸気される風を利用 
風の流れ 

空気取入口 

湿度吹出口 

ライフキーパー断面 

水 面 
：空気の流れ 
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  ABC 

３ー３．マッチングシステムについて（物流の効率化） 

【ポイント】 
 複数のメーカーが同じ行き先向けの荷を持っている。 
 全メーカーが混載しても問題ない商品を扱っている。 
 メーカー同士が比較的近距離にいる。 
 メーカー同士の営業時間が比較的同じである。（集
荷時間に制約がない。） 

 全メーカーに同程度の荷降ろし、荷積みの施設、設
備がある。（トレーラーの受入に制約がない等） 

  等 
 
【ミルクランによって考えられるメリット】 
 復路での空荷輸送が低減する。 
 トラックを集約することにより積載率が向上する。 
 工場においてメーカー毎による荷受け作業がなくなり
、一括納品により荷受け作業が効率化される。 

 「メーカーが個々に届ける物流」から「荷主が取りに行
く物流」への転換により、情報の一元管理化が可能
になる。 

 

ミルクラン 

出典：企業ヒアリング、グリーン物流パートナーシップ会議事例集をもとに総合政策局作成 

メーカーA 

メーカーB 

メーカーC 

メーカーD 

ミルクラン 
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E社工場 

既に取り組まれている物流効率化（小口荷量集荷）
の事例から実現に向けたポイントを分析。 

クロスドック 
（物流センター） 

  A 
  ABC 

  B 

  C 

メーカーA 

D社工場 

E社工場 メーカーB 

メーカーC 

クロスドックを活用した集約型物流 

既に取り組まれている物流効率化（小口荷量集荷）
の事例から実現に向けたポイントを分析。 

【ポイント】 
 複数のメーカー→（複数の）仕向地へ輸送する荷があ
る。 

 混載で共同配送しても問題がない商品を扱っている。 
 複数メーカーから入庫した商品を仕向地別に仕分け
るスペースを備えた倉庫がある。 

 新たに発生するクロスドックを運営する者が必要になる
。 

  等 
 
【クロスドック中継によって考えられるメリット】 
 クロスドック中継後の共同配送により積載率が向上す
る。 

 クロスドック中継後の各社の生産情報を即時に把握し
、必要な時に必要な分だけ配送することが可能となる
。 

 突発的な需要変動や、緊急事態等への対応が可能
となる。 

コンテナラウンドユース 

既に取り組まれている物流効率化（往復荷の管理）
の事例から実現に向けたポイントを分析。 

X港 コンテナヤード 

輸入者工場・倉庫 

内陸コンテナターミナル 

〔ラウンドユース後〕 

輸出者工場・倉庫 

  

  

※内陸コンテナターミナルを使わずに、輸入者の工場・倉庫から輸出者の
工場・倉庫へ直接空コンテナを輸送するケースもある。 

  

  空コンテナの管理 空 空 

空 空 

  実   実 

【ポイント】 
 複数のメーカー→（複数の）仕向地へ輸送する荷があ
る。 

 混載で共同配送しても問題がない商品を扱っている。 
 複数メーカーから入庫した商品を仕向地別に仕分け
るスペースを備えた倉庫がある。 

 新たに発生するクロスドックを運営する者が必要になる
。 

  等 
 
【クロスドック中継によって考えられるメリット】 
 クロスドック中継後の共同配送により積載率が向上す
る。 

 クロスドック中継後の各社の生産情報を即時に把握し
、必要な時に必要な分だけ配送することが可能となる
。 

 突発的な需要変動や、緊急事態等への対応が可能
となる。 

【ポイント】 
《輸入・輸出者間》 
 連携を前提として輸入者と輸出者が存在する。 
 同じ港を使っている。 
 同じ船会社を使っている。 
 各社の業務に支障のない範囲でお互いに波動調整
が出来る。 

 コンテナサイズ・クオリティが同じ。 
《船社・輸入／輸出者間他》 
 コンテナ管理の責任を取り決める。 
 内陸でのコンテナ滞留時間を取り決める。 
 内陸コンテナターミナルが船主の近隣か港と荷主を結
ぶ通過地点上にある。 

  等 
 
【コンテナラウンドユースによって考えられるメリット】 
 往復で荷を確保することによる空輸輸送が低減する。 
 



３ー４．マッチングシステムについて（連携に必要な情報） 

＜輸出入の物流におけるマッチングに必要と思われる情報＞ 

○輸出情報（輸出国、品目、数量、出荷時期、商品性質など） 

○輸入情報（輸入国、品目、数量、出荷時期、商品性質など） 

など 

輸出入時における国内外市場で必要となる情報（鮮度など）や国内物流で効率化を図るための情報（発生荷量など）など複
数事業者間でマッチングするために必要と思われる情報を整理。 

＜国内物流におけるマッチングに必要と思われる情報＞ 

○出荷情報（ロケーション、
品目、数量、配送先、営業
時間、出荷時期、商品性質、
荷下ろし・荷積みの施設・
設備、着発時間など） 

○配送先情報（ロケーション、
営業時間、着時間など） 

など 

○出荷情報（ロケーション、品
目、数量、配送先、出荷時期、
商品性質、出発時間など） 

○クロスドック情報（配送先を
踏まえたロケーション、ス
ペース、着発時間など） 

○配送先情報（着時間など） 

など 

 

○輸入者・輸出者情報（品
目、数量、船会社、利用港、
コンテナサイズ・クオリティ、
出荷時期、着発時間など） 

○内陸コンテナターミナル情
報（輸出入者・港湾所在地
を踏まえたロケーション、ス
ペース、滞留時間など） 

など 

ミルクラン クロスドック活用集約型物流 コンテナラウンドユース 

○出荷情報（品目、数量、
配送先、納品日、出発時
間など） 

○配送先情報（営業時間、
着時間など） 

など 

リードタイム管理 

事業者のマッチングへの取組を促進するためには、これら情報の一元的な整理が必要。 6 



３ー５．マッチングシステムについて（仕組み作りイメージ） 

農林水産物・食品の輸出にあたり、関係者間で新たに連携を構築または既存の連携を強化する場合、マッチン
グ作業の繁雑さ、情報取得困難さなどを考慮して、情報を段階的に整理。 

公表ベースの貿易情報や国内での荷量発生情報などで概略的に情報を把握可能  
 【一般開放】           『ビジネスのきっかけづくり』 

ステップ１ 

各事業者が所有する出荷時期などの詳細な情報を任意の事業者間において把握可能 
 【個別事業者間開放】         『ビジネス化』 

ステップ２ 

○今回の検討会では「ステップ１」についてのイメージを提案。 
 ・国内物流の広域的なマッチング → 各都道府県における発生荷量等を整理。 
 ・鮮度保持した輸出入貨物のマッチング → 鮮度保持を念頭に置き輸入品目、商品性質等を整理。 
○ステップ２については、ビジネス化に向けた出荷等の情報に加え、事業者が海外消費者ニーズ等を把握した

のち国・品目別に情報共有できるような仕組みを検討する予定（掲示板のようなイメージ）。 
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過去の情報を活用 

現在・未来の情報
を活用 



農林水産物・食品を輸出するまでには色々な流通パターンが存在するため、流通パターンにより、国内物流の
広域的なマッチングの利用ターゲットを念頭に置いて整理し、各ターゲットに利用してもらうことを想定。 

卸売 

市場 

生
産
事
業
者 

海
外 

１ 

※    注文・お金の流れ 

事
業
団
体 

仲
卸 

荷
受 

商
社 

 商品の流れ（物流事業者が関与） 

【利用の可能性があるターゲット】 
 

  

企業ヒアリングをもとに総合政策局作成 

【流通経路例】 

仲
卸 
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卸売 

市場 

生
産
事
業
者 

海
外 

２ 

事
業
団
体 

仲
卸 

荷
受 

【利用の可能性があるターゲット】 
 仲

卸 

生
産
事
業
者 

海
外 

３ 

事
業
団
体 

商
社 

【利用の可能性があるターゲット】 
 

生
産
事
業
者 

海
外 

４ 

商
社 

【利用の可能性があるターゲット】 

  

生
産
事
業
者 

海
外 

５ 

【利用の可能性があるターゲット】 

生産事業者 荷受 物流事業者 

事業団体 

生産事業者 荷受 物流事業者 

事業団体 

生産事業者 物流事業者 

事業団体 商社 

生産事業者 物流事業者 

商社 

生産事業者 物流事業者 

３ー６ ．マッチングシステムについて（流通経路の整理） 
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(89) (90) 

(82) 
(85) 

(84) 

(79) 

(80) 

(81) 

八丈島 

(101) 

(83) 

輸出時期＜-＞ 

輸出時期＜8月～10月＞ 

収穫量（子実用） 414,400 ｔ 

平成25年産水陸稲の収穫量 

生葉収穫量 荒茶生産量 

1,830 ｔ 391 ｔ 

平成25年度一番茶 

花壇用苗もの類 切り花類 鉢もの類 

59,600 千本 206,500  千本 9,950 千鉢 

平成24年産花き出荷量 

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 ブロイラー 

36,200 頭 38,900 頭 664,300 頭  145 千羽  1,803 千羽 

平成25年畜産品 

平成24～25年三崎漁港水揚げ量 

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 ブロイラー 

38,400 頭 64,100 頭 613,300 頭  77 千羽  1,658 千羽 

平成25年畜産品 

花壇用苗もの類 切り花類 鉢もの類 

15,300 千本 72,200 千本 - 

平成24年産花き出荷量 

収穫量（子実用） 364,500 ｔ 

平成25年産水陸稲の収穫量 

群馬県 

栃木県 茨城県 

千葉県 

埼玉県 

収穫量（子実用） 89,600 ｔ 

平成25年産水陸稲の収穫量 

神奈川県 

銚子漁港 

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 ブロイラー 

7,860 頭 4,740 頭 69,000 頭  58 千羽  - 

平成25年畜産品 

勝浦漁港 三崎漁港 

平成25年茨城県旬別卸売市場出荷量 

平成24年 平成25年

銚子 さば類 12,554 さば類 25,828 さば類 10,949 さば類 7,623 さば類 9,196 まいわし 10,768 まいわし 12,371 まいわし 15,130 まいわし 14,703 かたくちいわし 2,926 かたくちいわし 1,080 ぶり類 291

さんま 3,489 さんま 12,232 さんま 7,414 ぶり類 2,129 まいわし 4,205 さば類 5,342 さば類 4,642 かたくちいわし 8,394 かたくちいわし 6,883 さば類 2,443 きはだ（生） 1,013 めばち（生） 48

めばち（生） 185 まいわし 830 ぶり類 3,846 かたくちいわし 1,372 かたくちいわし 1,916 かたくちいわし 814 かたくちいわし 1,589 さば類 2,461 さば類 6,057 まいわし 2,276 ぶり類 314 まあじ 41

ぶり類 114 ぶり類 768 びんなが（生） 468 まいわし 683 ぶり類 1,558 ぶり類 483 ぶり類 371 かつお（生） 2,124 かつお（生） 2,299 かつお（生） 480 まいわし 195 きはだ（生） 36

びんなが（生） 31 めばち（生） 262 まいわし 466 びんなが（生） 442 びんなが（生） 507 びんなが（生） 401 びんなが（生） 248 びんなが（生） 823 びんなが（生） 934 びんなが（生） 309 かつお（生） 125 かれい類（生） 21

その他計 97 その他計 485 その他計 538 その他計 158 その他計 107 その他計 128 その他計 191 その他計 639 その他計 649 その他計 301 その他計 195 その他計 44

合計 16,469 合計 40,405 合計 23,681 合計 12,406 合計 17,488 合計 17,936 合計 19,412 合計 29,571 合計 31,525 合計 8,735 合計 2,920 合計 481

10月 11月 12月
漁港

6月 7月 8月 9月1月 2月 3月 5月4月

平成25年千葉県旬別卸売市場出荷量 

平成24年 平成25年

三崎 めばち（冷） 901 めばち（冷） 1,152 めばち（冷） 899 めばち（冷） 677 めばち（冷） 818 めばち（冷） 915 めばち（冷） 1,014 めばち（冷） 990 めばち（冷） 1,087 めばち（冷） 1,020 めばち（冷） 682 めばち（冷） 837

さば類 45 びんなが（冷） 156 きはだ（冷） 164 きはだ（冷） 240 びんなが（冷） 104 びんなが（冷） 219 さば類 97 さば類 135 さば類 124 きはだ（冷） 159 さば類 97 びんなが（冷） 367

ぶり類 17 まぐろ（冷） 132 びんなが（冷） 40 びんなが（冷） 74 さば類 95 きはだ（冷） 63 びんなが（冷） 36 かたくちいわし 64 きはだ（冷） 66 さば類 91 きはだ（冷） 82 きはだ（冷） 165

まぐろ（冷） 5 きはだ（冷） 39 まぐろ（冷） 9 かたくちいわし 32 きはだ（冷） 24 さば類 56 きはだ（冷） 31 きはだ（冷） 52 びんなが（冷） 60 ぶり類 85 まあじ 28 さば類 104

まあじ 4 めかじき（冷） 24 まあじ 8 さば類 20 めかじき（冷） 23 かつお（冷） 21 ぶり類 30 ぶり類 45 めかじき（冷） 58 びんなが（冷） 76 びんなが（冷） 23 まぐろ（冷） 100

その他計 5 その他計 71 その他計 13 その他計 35 その他計 34 その他計 57 その他計 55 その他計 118 その他計 111 その他計 97 その他計 26 その他計 113

合計 976 合計 1,573 合計 1,133 合計 1,078 合計 1,097 合計 1,332 合計 1,263 合計 1,403 合計 1,506 合計 1,529 合計 938 合計 1,685

10月 11月 12月
漁港

6月 7月 8月 9月1月 2月 3月 5月4月

花壇用苗もの類 切り花類 鉢もの類 

- 63,600 千本 4,240 千鉢 

平成24年産花き出荷量 

東京都 

※各種データは一部を掲載 

出典：青果物
卸売市場調
査、産地水
産物流通統
計調査、花
木等生産状
況調査、作
況調査、畜
産統計調査 

３ー７．マッチングシステムについて（国内物流の広域的なマッチング） 

平成24～25年銚子漁港水揚げ量 

【関東地域】 

米国 ○ カナダ △ EU ◇ 香港 □ 韓国 ● 

台湾 ▲ 中国 ■ タイ ☆ 星国 ★ その他 ◆ 

主な輸出国 

☆ 

□ 

■ 

品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ）

はくさい 3,972.9 はくさい 3,798.3 はくさい 1,527.3 レタス 2,005.5 はくさい 3,687.3 キャベツ 1,789.2
かんしょ 431.6 かんしょ 852.7 かんしょ 993.9 はくさい 1,787.9 レタス 1,870.4 はくさい 1,692.6

れんこん 204.8 れんこん 366.6 レタス 956.1 かんしょ 899.0 ピーマン 673.1 ピーマン 952.3
ねぎ 198.6 ごぼう 260.0 れんこん 382.8 れんこん 274.7 だいこん 618.2 ねぎ 877.8
ごぼう 162.7 ねぎ 239.6 ごぼう 196.7 ピーマン 272.3 かんしょ 550.2 アンデスメロン 443.5

その他 612.5 その他 966.2 その他 1,102.8 その他 1,043.0 その他 1,988.2 その他 2,247.7
合計 5,583.1 合計 6,483.4 合計 5,159.6 合計 6,282.4 合計 9,387.4 合計 8,003.1
はくさい 4,377.6 はくさい 3,161.2 レタス 1,681.8 はくさい 3,381.4 はくさい 3,206.7 キャベツ 2,368.3

かんしょ 1,043.5 かんしょ 879.8 はくさい 1,090.0 レタス 2,268.3 キャベツ 902.4 ねぎ 923.8
ねぎ 314.8 れんこん 335.9 かんしょ 974.3 かんしょ 896.1 レタス 807.2 ピーマン 896.4
れんこん 305.1 ごぼう 212.6 れんこん 341.6 だいこん 675.1 ピーマン 724.1 すいか 655.0
ごぼう 202.7 レタス 173.1 ピーマン 234.4 ピーマン 507.4 だいこん 517.6 はくさい 481.9

その他 773.4 その他 1,177.0 その他 1,287.1 その他 1,676.2 その他 2,553.3 その他 2,838.1
合計 7,017.1 合計 5,939.6 合計 5,609.2 合計 9,404.5 合計 8,711.3 合計 8,163.5
はくさい 5,335.0 はくさい 2,157.9 レタス 2,631.0 はくさい 3,051.5 はくさい 3,436.1 キャベツ 2,506.1

かんしょ 1,061.8 かんしょ 909.7 はくさい 1,187.5 レタス 1,525.4 キャベツ 1,549.8 ねぎ 951.2
れんこん 409.5 レタス 367.0 かんしょ 1,011.7 かんしょ 587.2 ピーマン 1,030.8 ピーマン 714.7
ごぼう 298.3 れんこん 304.4 ピーマン 428.3 だいこん 546.8 ねぎ 811.2 すいか 651.1

ねぎ 276.2 ごぼう 182.6 れんこん 369.7 キャベツ 348.1 だいこん 517.0 スイートコーン 578.9
その他 1,113.8 その他 1,039.6 その他 1,388.5 その他 1,526.4 その他 3,089.8 その他 2,539.5
合計 8,494.6 合計 4,961.2 合計 7,016.7 合計 7,585.4 合計 10,434.7 合計 7,941.5

上
旬

2

月

1

月

中

旬

下
旬

平成25年 平成25年 平成25年平成25年平成25年平成25年

4

月

上
旬

中

旬

下
旬

6

月

上
旬

中

旬

下
旬

上
旬

中

旬

下
旬

中

旬

下
旬

3

月

上
旬

5

月

上
旬

中

旬

下
旬

品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ）

キャベツ 1,605.8 幸水 1,525.5 かんしょ 1,069.1 レタス 1,559.8 はくさい 4,041.8 はくさい 6,231.7
スイートコーン 1,042.4 ねぎ 762.1 豊水 892.1 かんしょ 1,130.4 レタス 2,577.4 かんしょ 695.3

ねぎ 1,023.4 なす 631.9 トマト 467.2 ピーマン 489.8 キャベツ 2,088.4 レタス 674.2
ピーマン 679.4 ばれいしょ 332.1 なす 361.1 トマト 470.7 かんしょ 741.5 キャベツ 512.0
すいか 452.4 かんしょ 328.6 れんこん 294.0 れんこん 355.3 れんこん 432.9 れんこん 416.0

その他 2,509.7 その他 1,116.8 その他 1,306.3 その他 2,066.0 その他 1,714.0 その他 1,336.6
合計 7,313.1 合計 4,697.0 合計 4,389.8 合計 6,072.0 合計 11,596.0 合計 9,865.8
スイートコーン 1,153.0 幸水 1,957.4 かんしょ 979.7 レタス 2,311.2 はくさい 6,812.1 はくさい 6,127.7

ねぎ 1,053.5 なす 441.4 豊水 814.9 かんしょ 856.3 レタス 2,209.1 かんしょ 1,013.9
かぼちゃ 594.5 ねぎ 427.1 トマト 558.4 トマト 486.9 キャベツ 2,116.9 レタス 445.9
ばれいしょ 547.7 かんしょ 275.1 なす 356.3 ピーマン 479.4 かんしょ 831.2 れんこん 433.7
なす 538.9 れんこん 127.0 れんこん 354.9 キャベツ 444.1 れんこん 517.5 ねぎ 387.8

その他 2,018.7 その他 502.5 その他 1,726.6 その他 1,942.6 その他 1,455.1 その他 1,489.3
合計 5,906.3 合計 3,730.5 合計 4,790.8 合計 6,520.5 合計 13,941.9 合計 9,898.3
ねぎ 829.7 かんしょ 703.6 かんしょ 1,147.7 レタス 3,414.9 はくさい 6,958.6 はくさい 6,388.6

ばれいしょ 724.1 幸水 608.4 新高 606.1 キャベツ 1,849.9 キャベツ 1,688.1 れんこん 855.8
なす 504.8 ねぎ 423.8 ピーマン 542.7 はくさい 1,505.9 レタス 1,129.7 かんしょ 819.2
かぼちゃ 413.0 なす 389.8 トマト 419.0 かんしょ 917.8 かんしょ 890.7 ねぎ 493.1

ピーマン 323.9 れんこん 258.8 れんこん 346.6 ピーマン 676.2 れんこん 428.3 レタス 247.6
その他 1,382.5 その他 1,071.8 その他 2,057.2 その他 2,480.6 その他 1,581.0 その他 1,085.4
合計 4,178.0 合計 3,456.2 合計 5,119.3 合計 10,845.3 合計 12,676.4 合計 9,889.7

平成25年平成25年 平成25年

10
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旬
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旬
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月

平成25年 平成25年

12

月

上
旬

中

旬

下
旬

上
旬

中

旬

下
旬

品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ） 品目 物量（ｔ）

だいこん 1,693.5 にんじん 1,942.3 にんじん 1,475.9 だいこん 4,098.1 だいこん 3,031.6 キャベツ 2,055.4 すいか 2,090.2 幸水 1,080.9 かんしょ 726.0 かんしょ 1,002.3 だいこん 2,250.3 だいこん 3,066.5
にんじん 1,176.1 だいこん 1,177.2 だいこん 1,210.1 かんしょ 678.2 キャベツ 2,309.9 すいか 1,569.2 にんじん 1,183.8 スイートコーン 424.7 豊水 580.9 トマト 604.0 キャベツ 1,921.3 にんじん 2,718.8

キャベツ 621.1 かんしょ 735.1 キャベツ 960.0 ねぎ 600.5 ねぎ 484.8 にんじん 1,504.5 ばれいしょ 463.0 かんしょ 175.8 トマト 511.6 かぶ 273.2 かんしょ 463.0 キャベツ 1,157.8
ねぎ 386.9 キャベツ 599.3 ねぎ 598.9 かぶ 421.7 かんしょ 352.0 だいこん 1,182.4 スイートコーン 300.0 かぶ 159.0 さといも 211.1 さといも 183.3 かぶ 348.6 かぶ 475.4
きゅうり 306.5 ねぎ 557.3 かんしょ 522.8 きゅうり 249.4 かぶ 345.9 トマト 403.0 かんしょ 291.1 ばれいしょ 146.3 かぶ 103.8 ミニトマト 63.0 トマト 347.1 かんしょ 471.7

その他 939.3 その他 1,332.3 その他 1,388.0 その他 445.7 その他 856.8 その他 1,658.2 その他 1,432.2 その他 285.8 その他 134.8 その他 252.1 その他 346.0 その他 1,043.2
合計 5,123.4 合計 6,343.5 合計 6,155.7 合計 6,493.6 合計 7,381.0 合計 8,372.7 合計 5,760.3 合計 2,272.5 合計 2,268.2 合計 2,377.9 合計 5,676.3 合計 8,933.4
にんじん 1,996.6 にんじん 1,921.8 だいこん 1,514.4 だいこん 5,267.9 キャベツ 2,915.8 キャベツ 2,483.8 すいか 1,665.8 幸水 530.5 かんしょ 723.0 かんしょ 948.8 だいこん 3,216.6 だいこん 2,824.8

だいこん 1,348.0 だいこん 1,354.8 にんじん 1,171.0 ねぎ 750.6 だいこん 2,852.7 にんじん 1,653.5 ばれいしょ 783.4 かんしょ 176.5 トマト 579.0 トマト 730.2 キャベツ 1,799.9 にんじん 2,725.8
かんしょ 817.9 キャベツ 742.5 キャベツ 908.5 かんしょ 739.9 にんじん 453.5 すいか 1,327.1 スイートコーン 590.5 トマト 139.8 さといも 241.1 かぶ 255.0 にんじん 1,099.6 キャベツ 1,263.6
ねぎ 519.0 かんしょ 725.5 ねぎ 627.8 かぶ 428.7 かんしょ 439.0 トマト 491.1 トマト 260.7 かぶ 89.6 かぶ 157.6 さといも 156.9 かんしょ 564.8 かんしょ 974.9
かぶ 420.4 ねぎ 590.8 かんしょ 601.9 きゅうり 393.8 ねぎ 384.0 だいこん 490.9 ねぎ 187.2 さといも 41.6 豊水 156.3 ミニトマト 80.1 かぶ 378.7 かぶ 480.9

その他 1,107.0 その他 1,339.5 その他 1,319.6 その他 525.5 その他 1,540.2 その他 1,999.6 その他 1,053.9 その他 136.1 その他 433.1 その他 306.6 その他 815.0 その他 1,307.5
合計 6,208.9 合計 6,674.9 合計 6,143.2 合計 8,106.4 合計 8,585.2 合計 8,446.0 合計 4,541.5 合計 1,114.1 合計 2,290.1 合計 2,477.6 合計 7,874.6 合計 9,577.5
にんじん 2,118.8 にんじん 1,381.7 だいこん 3,105.1 だいこん 3,029.3 だいこん 3,081.1 すいか 1,839.3 スイートコーン 784.5 かんしょ 650.9 かんしょ 838.4 だいこん 1,859.7 だいこん 3,328.1 だいこん 2,742.7

だいこん 1,687.8 だいこん 907.9 ねぎ 665.9 かんしょ 552.3 キャベツ 2,770.0 にんじん 1,690.3 ばれいしょ 548.7 豊水 397.2 トマト 488.9 キャベツ 1,284.0 にんじん 1,935.2 にんじん 2,546.9
かんしょ 848.0 キャベツ 575.8 にんじん 656.5 ねぎ 494.2 にんじん 1,461.8 キャベツ 1,289.2 すいか 230.5 トマト 166.0 さといも 232.7 かんしょ 835.5 キャベツ 1,141.3 キャベツ 1,359.5
ねぎ 605.5 かんしょ 527.3 かんしょ 626.5 かぶ 302.3 すいか 1,149.8 トマト 426.4 幸水 200.7 さといも 132.3 かぶ 217.2 トマト 564.0 かんしょ 778.1 かんしょ 836.4

かぶ 506.0 ねぎ 479.7 かぶ 529.3 キャベツ 263.4 トマト 543.0 かんしょ 361.7 かぶ 147.9 かぶ 131.2 新高 195.7 かぶ 392.8 かぶ 424.1 ねぎ 556.4
その他 1,007.6 その他 1,054.3 その他 1,304.8 その他 585.9 その他 2,104.5 その他 1,573.8 その他 592.0 その他 215.8 その他 243.6 その他 409.2 その他 954.7 その他 1,633.3
合計 6,773.7 合計 4,926.7 合計 6,888.1 合計 5,227.4 合計 11,110.2 合計 7,180.7 合計 2,504.3 合計 1,693.4 合計 2,216.5 合計 5,345.2 合計 8,561.5 合計 9,675.2
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平成25年 平成25年 平成25年平成25年平成25年平成25年平成25年 平成25年 平成25年平成25年平成25年 平成25年

リードタイム管理、ミルクラン、クロスドック活用集約型物流、コンテナ
ラウンドユースの実現に向けた、複数事業者間における情報の活用。 
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※番号は輸出事例（参考資料を参照） 



３ー８．マッチングシステムについて（鮮度保持した輸出入貨物のマッチング） 

ﾛｼｱ 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

ﾏﾚｰｼｱ 

ＥＵ 

えび、かつお・まぐろ類、いか（A）等 

ｶﾅﾀﾞ 

米国 

参考： 
財務省貿易統計（2012） 
野菜ナビ、果物ナビ 
農畜産業振興機構「畜産物の需給関係の諸統計」 
野菜茶業研究所「野菜の最適貯蔵条件」 

ﾀｲ 

ﾍﾞﾄﾅﾑ 

ｱﾌﾘｶ 

中東 

ﾄﾏﾄ（B） 

ﾋﾟｰﾏﾝ【蘭】（ABC） 
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ【仏】、大根【蘭】（AB）等 

鮮度保持輸送を念頭に置いた輸出入（往復荷）確保に向け、農林水産物・食品の輸入品及び国内産品の品目、商品性質を整理。 

玉ねぎ（A） ﾄﾏﾄ(B) ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ、ﾚﾀｽ
（ABC） ｾﾛﾘ、葡萄、苺（AB）等 

さやいんげん【ｵﾏｰﾝ】（AB） 

かつお・まぐろ類、たこ（A）等 

Ａ：貯蔵最適温度が10℃以下の品目 

Ｂ：適湿度が85％以上の品目 

Ｃ：ｴﾁﾚﾝｶﾞｽの影響を受けやすい品目 

Ｄ：ｴﾁﾚﾝｶﾞｽの生成量が多い品目 

日本で収穫される品目 

たら、ひらめ・かれい、にしん、たらの
卵、さけ・ます（A）等 

かに、たらの卵、さけ・ます（A）等 
さば・さんま・あじ・いわし、ひらめ・かれい、
かつお・まぐろ類（A）等 

玉ねぎ（A） ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ、さや
えんどう（ AB ）等 

にんじん（ABC）等 

農産品 

水産品 

玉ねぎ（A） ﾄﾏﾄ(B) ｷｬﾍﾞﾂ、白菜、
ﾚﾀｽ（ABC） 大根、みかん、葱、梨
（AB） りんご（D）等 

いわし類、さば類、貝類、かつお・ま
ぐろ類、たら類、さんま（A）等 

東南ｱｼﾞｱ 

豚肉【ﾃﾞﾝﾏｰｸ】（A） 

牛肉、豚肉（A） 

牛肉、豚肉、ﾌﾞﾛｲﾗｰ、鶏肉調整品（A） 

中国 

ﾌﾞﾛｲﾗｰ、鶏肉調整品（A） 

鶏肉調整品（A） 畜産品 

牛肉、豚肉、豚肉調整品、鶏肉くず
肉（A） 

輸入者より鮮度保持させることが求められる場合、輸出入（往復荷）を確保するため、日本への輸入品及び海外への輸
出品性質（輸送方法）のマッチングの検討が可能。 
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４．日本産品の販売強化について（オールジャパンでの輸出取組） 

11 

産地間連携による 
多品目周年供給の実現 

県から地域へ 地域からオール・ 
ジャパンに 

産地バラバラ 

重点国・重点品目を設定せず、 
事業者への輸出機会の提供が中心。 

産地単位で、輸出しやすく、商流が既に確立
している国・地域に輸出が集中し、現地で産
地間の過当競争や叩き売りが発生。 

（図１） 
2012年度販売促進事業 

実施先国（延べ数） 

（図２） 
香港における2012年度 

果実の月別販促補助事業実施数 

 
 
 
 

春節 
（合計：29） 

【例】 
香港、台湾、シンガポールへ事業が集中（図１）、 

さらに香港の春節前に県のイベントが集中（図２）。 

オールジャパンで、 
重点品目を重点国・地域へ積極的に輸出 

これまで これから 

品目別輸出団体の育成・支援 

SOPEXA（フランス食品振興会）やUSMEF（米国食肉輸出連 
合会）、NSC（ノルウェー水産物審議会）等を参考にしつつ、 
品目別に輸出促進の指令塔・マーケティングを行う団体を 
育成・支援。 

等 

（品目例）  

 牛肉  茶  日本酒  水産物 
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日本食・食文化の発信と合わせ
た売り込み、健康性のＰＲなど 

【2012年】 

約4,500億円 

水産物 
1,700億円 

加工食品 
1,300億円 

コメ・コメ加工品 
130億円 

林産物 
120億円 

牛肉 
50億円 

青果物 
80億円 

花き 
80億円 

茶 
50億円 

【2020年】 

水産物 

3,500億円 

加工食品 

5,000億円 

コメ・コメ加工品 

600億円 

林産物 

250億円 

花き 

150億円 

牛肉 

250億円 

茶 

150億円 

１兆円 

青果物 

250億円 

国別・品目別輸出戦略 

ＥＵ、ロシア、米国 
など 

中間目標 

7,000億円 

【2016年】 

水産物 
2,600億円 

加工食品 
2,300億円 

ｺﾒ・ｺﾒ加工品 

280億円 

林産物 
190億円 

牛肉 
160億円 

青果物 
170億円 

花き 
135億円 

茶 
100億円 

農林水産物・食品の輸出額を 

2020年までに1兆円規模へ拡大 

【2012年】 


